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◇
実
施
日
；
平
成
２
８
年
０
２
月
２
１
日
（
日
）
天
候
；
快
晴
・
風
強
し
 

 
◇
参
加
者
；
青
木
宏
充
・
鈴
木
貴
宏
(持

経
宿
前
泊
)、

川
島
 
功
、
沖
﨑
吉
信
、

豊
嶋
 
寛
、
濱
野
兼
吉
、
畑
林
秀
味
、
畑
林
清
子
、
大
江
加
予
子
、

生
熊
千
満
子
、
高
階
美
根
子
、
石
橋
哲
郎
、
石
橋
隆
子
。
計計 計計
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今
年
１
月
に
金
剛
多
和
・
役
ノ
行
像
石
龕
祠
の
屋
根
修
復
の
為
、
篠
尾
集
落
や
金
 

剛
多
和
、
田
辺
行
政
局
等
に
下
見
や
交
渉
で
都
合
７
回
足
を
運
ん
だ
結
果
は
、
既
報
 

の
通
り
で
あ
り
、
も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
の
中
で
二
度
篠
尾
～
金
剛
 

多
和
も
歩
い
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
途
中
、
大
小
森
の
集
落
跡
(大

小
森
集
落
は
明
治
の
 

十
津
川
大
水
害
で
被
害
を
受
け
た
十
津
川
村
の
一
部
住
民
が
入
植
し
、
主
に
た
ば
こ
 

の
栽
培
を
行
っ
た
)が

存
在
す
る
な
ど
重
要
な
生
活
道
で
あ
っ
た
。
今
、
こ
の
道
は
相
 

当
荒
れ
て
い
て
崩
れ
も
あ
る
。
 

近
年
、
近
辺
住
民
も
含
め
歩
か
れ
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
こ
の
ま
ま
埋
も
れ

て
し
ま
う
の
か
と
思
う
と
い
た
た
ま
れ
な
い
思
い
が
あ
っ
て
、
是
非
新
宮
山
彦
ぐ
る

ー
ぷ
山
行
に
。
又
、
篠
尾
集
落
の
中
村
た
か
る
さ
ん
か
ら
も
案
内
し
て
く
れ
、
同
行

し
た
い
と
の
申
出
も
あ
っ
て
企
画
し
た
が
、実

施
前
日
の
土
曜
日
は
大
雨
で
あ
っ
た
。 

崩
れ
た
谷
横
手
前
の
ト
ラ
バ
ー
ス
箇
所
が
あ
り
、
加
え
て
相
当
な
水
量
が
予
想
さ

れ
、
ど
う
し
た
も
の
か
と
思
案
し
て
い
た
。
 

夕
方
、
中
村
た
か
る
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
が
入
る
。
篠
尾
川
も
か
な
り
増
水
し
て
い

る
、
区
長
さ
ん
か
ら
も
大
小
森
周
辺
で
は
、
鉄
砲
水
が
出
る
懸
念
が
あ
る
と
の
情
報
・

忠
告
も
頂
い
た
。
安
全
第
一
で
無
理
す
る
こ
と
は
な
い
又
、
機
会
が
あ
る
と
決
断
し

て
、
本
宮
備
崎
か
ら
の
入
山
に
変
更
し
た
。
 

当
日
は
、
本
宮
大
社
前
で
前
日
持
経
宿
に
宿
泊
し
、
朝
早
く
出
発
し
た
青
木
・
鈴

木
組
と
合
流
。
又
、
石
橋
さ
ん
ご
夫
妻
も
前
日
生
熊
さ
ん
宅
泊
り
で
参
加
頂
い
た
。
 

全
員
で
上
切
原
の
神
社
広
場
へ
、
３
台
を
デ
ポ
し
残
り
３
台
に
分
乗
し
入
山
地
の

備
崎
へ
移
動
す
る
。
 

川
島
代
表
の
挨
拶
の
後
、
ル
ー
ト
変
更
に
つ
い
て
説
明
し
８
時
５
０
分
ス
タ
ー
ト

し
た
。
 

 
 

 

 
 

本
宮
大
社
前
Ｐ
で
合
流
 
 
 
備
崎
河
原
で
始
令
 
 
 
 
林
道
・
備
崎
分
岐
 

 

こ
の
ル
ー
ト
は
、
２
月
１
４
日
；
新
宮
市
歩
け
歩
け
教
室
で
実
施
(雨

で
中
止
 

と
な
っ
て
お
り
、
先
月
下
見
で
歩
い
て
い
た
の
で
時
間
な
ど
き
っ
ち
り
頭
に
入
っ
 

て
い
る
。
(歩

け
歩
け
教
室
は
、
濱
野
・
沖
﨑
の
２
名
が
指
導
員
と
し
て
参
加
し
て
 

い
る
。
毎
年
１
０
月
～
３
月
迄
、
月
一
回
の
計
６
回
実
施
し
て
い
る
)
 

 
 

 

 
七
越
峰
に
て
 
 
 
 
 
 
展
望
台
で
眺
望
を
楽
し
む
 
 
 
 
吹
越
宿
址
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七
越
峰
に
着
く
頃
に
は
、
汗
も
か
き
、
各
自
薄
着
に
な
る
。
公
園
広
場
で
小
休
止

後
展
望
台
へ
。
快
晴
で
眼
下
に
は
大
斎
原
、
遠
く
に
は
大
塔
山
～
野
竹
法
師
、
白
見

山
～
大
雲
取
山
、
子
ノ
泊
山
の
山
並
み
が
一
望
出
来
た
。
 

吹
越
峠
、
第
四
靡
・
吹
越
山
、
山
在
峠
へ
は
、
時
間
通
り
順
調
に
進
む
。
 

 
 

 

山
在
峠
・
宝
篋
印
塔
 
 
 
 
No14

鉄
塔
で
昼
食
 
 
 
 
 
大
黒
天
神
岳
 

 

大
黒
天
神
岳
手
前
の
尾
根
に
在
る
Ｎ
ｏ
１
４
鉄
塔
で
昼
食
。
風
あ
る
も
陽
ざ
し
で

暖
か
い
。
 

大
黒
天
神
岳
(Ⅱ
;573.6m)を

経
て
金
剛
多
和
へ
下
る
時
に
、此
処
で
本
日
の
も
う

一
つ
の
目
的
で
あ
る
水
場
の
確
認
で
あ
る
。
 

１
月
１
１
日
に
祠
屋
根
修
復
の
為
、一

部
資
材
(砂

・
バ
ラ
ス
４
０
㎏
)を
荷
上
げ
、

こ
の
時
に
砂
バ
ラ
ス
は
こ
れ
で
足
り
る
か
、
セ
メ
ン
ト
も
必
要
か
、
水
も
揚
げ
る
必

要
も
あ
る
な
ど
の
話
し
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
畑
林
清
ち
ゃ
ん
か
ら
、
昔
(２

０
年
以

上
３
０
年
近
く
も
前
か
)玉
岡
さ
ん
と
小
渕
さ
ん
が
近
く
か
ら
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋

に
水
を
汲
ん
で
来
た
記
憶
が
あ
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。
後
日
、
玉
岡
さ
ん
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
金
剛
多
和
か
ら
大
黒
天
神
岳
に
少
し
戻
り
右
へ
入
る
道
が
あ
っ
て
、
そ

の
先
に
水
場
が
あ
る
と
ご
教
示
頂
く
。
 

沖
崎
・
畑
林
・
高
階
の
３
名
は
、
右
に
入
る
道
が
あ
り
(Ｎ
ｏ
１
６
鉄
塔
巡
視
路
の

標
識
在
る
)出
向
く
。
巡
視
路
に
な
っ
て
い
て
し
っ
か
り
し
た
良
い
道
だ
、
２
分
位
か

少
し
下
る
と
水
の
音
が
聞
こ
え
た
と
思
っ
た
ら
、
昨
日
の
大
雨
の
為
も
あ
る
が
、
左

上
か
ら
の
谷
状
に
相
当
量
が
流
れ
て
い
る
。
金
剛
多
和
か
ら
で
も
５
分
も
か
か
ら
な

い
場
所
だ
。
 

行
仙
宿
や
持
経
宿
に
泊
ま
る
縦
走
者
に
は
、
玉
置
山
～
本
宮
間
は
一
切
水
が
無
い

い
と
説
明
し
て
い
る
が
、
渇
水
期
ど
こ
ま
で
大
丈
夫
か
と
の
課
題
は
あ
る
が
、
こ
れ

は
大
発
見
だ
。
水
場
の
案
内
板
も
必
要
だ
ろ
う
。
 

３
名
は
、
本
隊
か
ら
５
分
遅
れ
の
１
３
時
２
０
分
に
金
剛
多
和
に
到
着
し
た
。
 

金
剛
多
和
で
祠
屋
根
の
し
っ
か
り
し
た
仮
処
置
も
見
て
い
た
だ
き
後
に
す
る
。
 

上
切
原
へ
の
大
崩
壊
地
は
、尾

根
迄
大
き
く
高
捲
き
１
５
時
前
に
無
事
下
山
し
た
。 

久
々
の
大
峯
順
峯
山
行
で
、
水
場
確
認
も
出
来
大
収
穫
の
一
日
で
あ
っ
た
。
 

尚
、
こ
の
間
の
奥
駈
道
は
、
鋸
・
鎌
を
一
度
も
使
用
す
る
こ
と
な
く
異
常
な
し
で

あ
っ
た
。
 

 
 

 

水
場
分
岐
(N
o1
6
鉄
塔
標
識
)  

金
剛
多
和
で
大
休
止
 
 
 
上
切
原
神
社
・
無
事
下
山
！
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
7:30→

8:05
本
宮
大
社
P8:20→

8:30
上
切
原
神
社
→
8:43

備
崎
河
原

8:50→
9:15

林
道
・
備
崎
分
岐
→
9:40

七
越
峰
→
9:45

公
園
広
場
9:53→

10:00

展
望
台
10:10→

吹
越
峠
10:20→

10:45
吹
越
宿
址
10:55→

11:05
吹
越
山
→

11:05
→
11:15

山
在
峠
11:20

→
No13

鉄
塔
11:42

→
11:55No14

鉄
塔
(
昼

食
)12:35→

13:00
大
黒
天
神
岳
13:05→

No16
鉄
塔
標
識
(水
場
分
岐
)→
13:15

金
剛
多
和
13:40→

崩
落
地
・
尾
根
上
14:15→

14:55
上
切
原
神
社
15:05→

15:15

備
崎
河
原
15:30→

16:00
新
宮
。
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